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年頭にあたり謹んでご挨拶を申し上げます。 
 まずは、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）へのご対応に、医療従事者および関係者の皆さまに
は感染対策や治療現場でのご活躍に敬意を表したいと思います。 

2020 年に入り北海道が全国でも早期に COVID-19 感染拡大が確認され、長期の緊急事態宣言や不要不
急の行動制限によりこの一年多くの自粛が強いられ、特に医療に従事する私たちの生活は責任のもと厳
しく制限されているかと思います。感染拡大の終息はまだ見通せない中、新しいスタイルの生活や社会
に順応しこの未曾有の世界的な大災害を乗り越えなければなりません。今年は昨年延期された東京オリ
ンピック・パラリンピック開催予定となっています。その頃にはワクチン開発により感染拡大が制御さ
れ安心して世界の人が日本へ渡航できていることを切に祈っております。 
さて、われわれ臨床工学技士は医療機器と患者さんを安全に結ぶ専門職としてあらゆる場面で活躍し

ております。今年は働き方改革により医療職のタスクシフト・タスクシェアが検討され臨床工学技士の
業務が変わろうとしており、新たな職域へ進もうとしています。日本臨床工学技士会や地方臨床工学技
士会と連携し未来の臨床工学技士のために我々の職能が発展できるよう多方面に活動を発信すること
と、臨床工学技士一人一人のつながりを強化し組織力を高めることが必要となります。 
 当会の研修会などの事業については、web を利用した形やハイブリット型の開催により今までより参
加しやすく多くの人に出席していただけるようコンテンツを検討いたしたいと思います。昨年から導入
されました支部制を活用して情報の共有と当会事業の充実を図ってまいりますので皆様のご協力よろ
しくお願いします。 
 昨年は 2 つの人的支援対策ワーキンググループと web セミナー推進ワーキンググループを立ち上げ
ました。COVID-19 感染による透析室運営支援に対する人的支援対策 WG は道内関係 6 団体による支援シ
ステムの構築にご尽力していただき、実際の臨床工学技士の施設支援調整もしていただきました。支援
者として登録していただきました多くの皆さまに感謝申し上げます。web セミナー推進 WG は今年度予
定していたセミナーと 2021 年 2 月に開催する第 31 回北海道臨床工学会の中心的なスタッフとして活動
していただいております。年内は web での開催が求められるかと思います。継続して web の利点を生か
して皆様への情報提供やコミュニケーションの新しいツールとして還元できればと思います。 
「今できることを全力で！！」COVID‐19 感染拡大防止のため制限は多々ありますが、この期間だか

らこそできることもあります。今まで気づかなかったことが新たに見えてくることもあります。一発逆
転はありませんので地道な努力と人とのつながりを大事にしてこの局面をみんなで乗り越えましょう。 
 

公益社団法人 北海道臨床工学技士会   
会長 大宮裕樹   
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■ 学会長 大宮 裕樹 （KKR 札幌医療センター） 

■ 学会事務局長 加藤 敏史 （石狩病院） 

■ 会 期 2021 年 2 月 21 日（日） 

■ 主 催 公益社団法人北海道臨床工学技士会 

■ 会 場 Zoom を使用した web Live 開催 

■ 参加費 \1,000 (クレジットカード決済) 

■ 参加申込期限 2021 年 2 月 8 日（月） 17:00 まで （当日受付はありません） 

■ 演題登録期間 2020 年 11 月 12 日（木）で締切済み 

■ 会誌投稿締切 2021 年 3 月 1 日（月） 

延期となっておりました「第 31 回 北海道臨床工学会」は、上記の内容で開催することとなりました。

演題登録は既に締め切りとなっております。採択演題は、北海道臨床工学会会員専用ページに掲載 

しております。参加受付は、事前申し込みのみ（2021 年 2 月 8 日（月） 17:00 まで）となっており 

ますので、下記の専用ページよりお早めにお申し込みください。 

「第 31 回 北海道臨床工学会」専用 HP： https://hcea.hkdo.jp/ 

最善の準備を行うよう努力してまいりますので、ご理解・ご支援のほど何卒よろしくお願いいた 

します。 

 

 

 

Mail : f_sawasaki@city.asahikawa.hokkaido.jp  

 

今回、発表される一般演題を会誌に掲載いたします。掲載を希望される方は、「投稿・執筆規程」(2018 年

10 月改訂版)に従い、下記の期日までに、「自己申告による COI 及び二重投稿に関する申告書」と「原稿提出

時のチェックリスト」を添えて投稿原稿を提出してください。提出はメールでお願い致します。後日、演者

の皆様には広報委員会（下記メールアドレス）より案内を送らせていただきます。 

編集用に用意しているパソコン(Windows)には、Microsoft の Word2010 と Power Point2010 に対応で

きるようにしています。原稿には Word、図表には Power Point を用い、上記環境にて正常に動作するデー

タでお送りください。また、図表は白黒に修正してからお送りください。 

なお、公益社団法人北海道臨床工学技士会会誌は、現在 ISSN、医学中央雑誌、メディカルオンラインに

登録しております。今回発表される内容を他学会にて全く同じ内容で論文投稿の予定がある場合は二重投稿

とみなされますので、注意をお願い致します。 

締め切り期日：2021 年 3 月 1 日（月）必着 

 

原稿送付先：〒070-8610 北海道旭川市金星町 1 丁目 1-65 市立旭川病院 臨床工学室   

澤崎 史明 <Sawasaki Fumiaki>  

 

    投稿・執筆規程等の詳細は QR コードのリンクを参照ください 

 

演者の皆様へ投稿原稿提出についてのお願い 

事前申込
受付中 

https://hcea.hkdo.jp/
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この度、第 6 期北海道臨床工学技士会内部理事

に就任いたしました JR 札幌病院 臨床工学室の

浦崎 伸吾です。 

会員の皆様におかれましては、COVID-19 感染

拡大など大変厳しい中、地域の医療体制を守るた

め日々奮闘しておられることと思います。 

諸先輩方が築き上げた（公益）北海道臨床工学

技士会を継承しつつ、更なる発展のため、会員皆

様のお力を借りながら、微力ながら全力で尽くし

てまいります。 

皆様のご協力と、引き続きご指導賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

今回、第 6 期北海道臨床工学技士会内部理事選

挙において、内部理事に任命された JR 札幌病院 

臨床工学室の浦崎伸吾理事から就任のご挨拶を

頂きましたので掲載いたします 

JR 札幌病院 臨床工学室 

浦崎 伸吾 

ンググループを作成、Web セミナーを開催し地方

の会員が 1 人でも多く参加できるよう支援した

り、災害情報の共有体制の構築を進めているこ

と、また、働き方改革によるタスクシフトにより、

医師の行っていた業務の一部を技士が担うこと

が増えており、『これまで以上の知識や技術が求

められる中で、今回の Web 活用の経験を生かし、

各種専門技能の認定取得を推し進め、技士の職域

拡大と質の向上につなげていきたい』と今後の展

望を語られました。 

広報 小玉 

 

北海道医療新聞に掲載されました 

令和 2 年 11 月 6 日 北海道医療新聞掲載記事 

 
****************************************** 

記事の詳細は技士会のホームページ 

で閲覧できます。→ 

****************************************** 

 

 

令和 2 年 11 月 6 日発行の北海道医療新聞  

『専門職に聞く』において、大宮会長の記事が掲

載されました。 

記事には新型コロナウイルスが拡大し、活動に

様々な制限が生じる中での技士会の現状と展望

について書かれていました。現状として、活動が

制限される中、導入された支部制を活用しワーキ 
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2020 年 11 月 5 日（木）に道北臨床工学会学術

セミナーが開催されました。 

今回、支部制が導入されてから初めての道北支

部主催のセミナーで、旭川市内の会場で開催され

る予定で調整をしておりましたが、旭川市内の

COVID-19 の感染状況を鑑みて、web セミナーに

よる配信へ変更し開催いたしました。 

その際、演者が同じ会場に集まることの無いよ

うに配信会場を二カ所設けて、感染対策を徹底

し、密を避ける形式を取り入れました。セミナー

開催直前の変更となり、座長、演者の皆様や会員

の皆様には多大なご迷惑をお掛けしたことを深

くお詫び申し上げます。 

第一部では、旭川赤十字病院 副院長 小林 巌

先生から「災害時における臨床工学技士の可能性 

～医師の立場から～ 」と題してご講演いただき

ました。講演の内容としては、現在猛威を振るっ

ている COVID-19 の基本的な情報について改め

て説明していただきました。   

続いて、旭川地区における COVID-19 の対応策

の説明や、感染状況に応じた各ステージ別の対応

に関して詳細に説明していただき、災害が発生し

た際に、どのような指揮系統で行動し、各役割を 

 

様々な職種のスタッフが専門性を活かし行動で

きるかを、旭川赤十字病院の取り組みを例に挙げ

て紹介されていました。災害時に臨床工学技士に

期待できる事として、医療機器の適切な運用や医

療機器メーカーとの連携、広域災害救急医療情報

システムの情報入力などがあり、常日頃から有事

の際に期待に応えられるよう備えておくことが

肝要であると感じました。 

第二部では、「各施設のコロナ感染対策」と題

して旭川市内の五施設の COVID-19 対応につい

てご講演いただきました。実際に、COVID-19 陽

性患者を受け入れて、人工呼吸器使用に関する現

状報告や、血液透析を必要とする患者に対する対

応についてご報告していただきました。また、今

後 COVID-19 陽性患者を受け入れる際の体制に

ついて、手術室業務関連の視点、透析クリニック

における感染制御の視点からご講演いただきま

した。 

血液透析を必要とする COVID-19 陽性患者に

対して、給水設備が無い中、RO 水をタンクに溜

めて、運搬し隔離病棟で血液透析を実施した症例

報告が印象的でした。 

本セミナーでは、旭川地区における COVID-19

感染対策の現状について、様々な視点の演者から

分かり易く紹介していただきました。ご多忙の中

ご講演頂いた先生の皆様、参加された皆様にこの

場をお借りして感謝申し上げます。 

広報 東 

 

道北支部 

道北臨床工学会 学術 セ ミ ナ ー 

Web開催 

旭川赤十字病院 小林巌先生 

令和 2 年 11 月 29 日（日）、第 11 回北海道呼吸

療法セミナーが開催されました。本セミナーは

COVID-19 による感染拡大防止のため、ZOOMを

用いた WEB セミナーとして開催されました。 

 セミナーでは 4 つの教育講演が行われ、神戸市

立医療センター中央市民病院の石橋一馬先生か

らは「うまくいく NPPV 失敗する NPPV」、東京

医科歯科大学付属病院の倉島直樹先生からは

「COVID-19 における臨床工学技士の役割」、  

  

第 11回 

北海道呼吸療法 セ ミ ナ ー 開 催 



202１-(5)              公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース            ２０２１年１月 

  

チャットでの質問に回答する平賀友章先生 

 

SUBARU 健康保険組合太田記念病院の奈良岳志

先生からは「ICU/CCU における Nasal High 

Flow Therapy の有用性」、帯広厚生病院の平賀

友章先生からは「COVID-19 患者の人工呼吸器対

応～当院での対応～」として、それぞれご講演い

ただきました。NPPV やハイフローセラピーにつ

いては幅広く実践的な事柄について、COVID-19

関連においては、臨床工学技士の業務として人工

呼吸器や ECMO などの管理について、大変わか

りやすくお話ししていただきました。また、講演

後の質疑応答は受講者からのチャットによる質

問に対して回答する形式で行われました。 

 新型コロナ禍の状況で WEB によるセミナー

や講演会の機会が増えていますが、遠くの地域か

ら参加する場合、移動にかかる時間や費用が節約

でき、参加しやすくなりました。 

今後もこのような形で開催できれば、より広範

囲の地域、より多くの施設に貴重な情報を提供で

きると感じました。 

 なお、本セミナーは 3 学会合同呼吸療法認定士

更新ポイント 25 点と、日本臨床工学技士会呼吸

療法専門臨床工学技士のポイント 8 単位が取得

でき、セミナー終了後に各受講者宛に受講終了証

が郵送で送られました。 

 最後に今回、ご多忙の中ご講演いただいた先生

方、座長の労をお取りいただいた先生方に深く感

謝申し上げます。 

広報 本手 

◆RMニュース◆ 

＜透析中事故で患者死亡  

病院が２００万円賠償へ＞ 

高知県四万十市の病院で 5 月、同市内の男性

（86）が透析治療中に、出血性ショックで死亡し

ていたことが分かった。病院側は「医療行為に重

大な過失があったとは考えていない。ただ予見可

能性がなかったとは言い切れず、一定責任はあ

る」として遺族に謝罪。和解金として 200 万円を

支払う。同病院によると、男性は 5 年以上前から、

同病院で透析治療を受けてきた。5 月 18 日、男性

は午前 9 時 20 分ごろ大部屋の端のベッドで治療

を始めた。浄化した血液を体内に戻す針のチュー

ブは通常、引っ張られても簡単に抜けないよう一

部をたるませ、上腕部に固定する。ただ男性は上

腕部での固定を嫌がり治療時には毎回、チューブ

を手で握っていた。また、この日は防寒のため、

毛布をかけて透析を受けた。看護師は 1 時間に 1

回、血圧を測定。同 11 時 20 分ごろには、腕に針

は刺さっており、男性が体調不良を訴えることも

なかったが、同 11 時 44 分に透析装置の警報が作

動。毛布を外して確認すると針が抜けかけてお

り、ベッドや床に血が流れていたという。男性は

既に呼吸停止状態で医師らが救命処置を行った

が、午後 1 時 10 分に死亡が確認された。男性は

首の痛みを訴えてベッドに座るなどしており、何

らかの理由で腕に針を固定するテープが緩んだ

とみられるという。 

 同病院は、毛布をかぶっていたことで発見が

遅れた可能性があるなどとして遺族に謝罪。院

長は「二度とこのような事故が起こらないよう

改善策をとり、安心安全の医療に努める」と

し、現在は上腕部にチューブを固定するよう徹

底し、腕も常時見えるようにしたという。 

 事故は、16 日に開かれた市議会 9 月定例会で

市長が報告。遺族に 200 万円を支払う和解議案

を追加提出した。 

2020 年 9 月 23 日（水）高知新聞配信 
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「人的支援対策ワーキンググループ」より 

事業内容のご説明とご協力のお願い 

 

「人的支援対策ワーキンググループ」は、2020 年 7 月末に理事会承認を得て、同年 8 月末  

より活動を開始し、9月に事業計画が受理された新設ワーキンググループの一つです。 

現状から、対面会議が一度もなく、WEB会議システムなどを利用した新スタイルにて精力的に

活動をしています。その活動は、以下のとおりです。 

＜活動方針＞ 

  1. 人的支援システムの構築 

  2. 支援者募集と登録 

  3. 感染防護などの教育          の 3本柱とさせていただきました。 

＜活動概要＞ 

・関係団体との協力  

（札幌市透析医会、北海道透析医会、北海道透析療法学会、北海道透析看護認定看護師会、   

北海道 DLN連絡協議会、COVID-19透析スタッフ支援事業本部、北海道庁など） 

・支援者登録の促進とデータベース管理 

・支援者の派遣シフト調整  

・概略図を含む帳票作成  

・関係資料などの広報        

＜支援活動報告＞ 

第１回目 令和２年１０月５日から１０月 10日 

（交代で７名が参加） 

第２回目 令和２年１１月 12日        

（３名参加） 

第３回目 令和２年１１月２８日から１２月５日 

（交代で２名が参加） 

第４回目 令和２年１１月３０日から翌年１月１２日予定 

（交代で１９名が参加中） 

現段階において重要なのは、 

各ご施設や北海道の医療提供体制を守るために、 

隣接地域の医療職による 「お互いの助け合い」 と 

考えております。つきましては、皆様の支援者登録（任意）を 

いただき、臨床工学技士が透析医療の維持へ貢献できるよう、 

ご協力をお願いいたします。 

関連する文書などは、公益社団法人北海道臨床工学技士会の 

ホームページへ掲載しています。  

http://hcea.umin.ac.jp/official/human_support_wg.html 
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このコーナーは、２０１９年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、２０２０年 3 月に北海道科学大学を卒業し現在、函館五稜郭病院にて勤務中の淺野

陽菜さんです。 

 

函館五稜郭病院の淺野陽菜さん 

 

私は、2020年 3月に北海道科学大学 保健医

療学部 臨床工学科を卒業し、4 月から社会福祉

法人 函館厚生院 函館五稜郭病院 臨床工学科

に勤務しております。 

当科では、透析業務や手術室業務、ME業務、心

臓カテーテル業務、内視鏡業務など様々な業務に

携わっており、私は ME 業務と手術室業務をそれ

ぞれ 2 ヶ月間行い、現在は透析業務に携わらせて

頂いています。 

透析業務では、プライミングや時間チェック、返

血、穿刺介助などを行っています。初めは先輩に確

認して頂きながら行っていた業務も、最近では 1

人で任せて頂くことが増えてきました。そのため、

社会人として自分自身の行動に責任を持ちながら

働く必要があると日々強く感じています。 

課題も多くあり、特に改善したいのが患者さん

や先輩、上司とのコミュニケーションです。透析業

務では、今後患者さんと多くの時間を過ごし、また

穿刺など侵襲的な行為をすることもあるため、安

心して治療を受けて頂けるよう日々のコミュニケ

ーションを通じ信頼関係を築いていくこと 

がとても重要だと考えます。私は、時間チェックな

どの際、体調や針先の痛みの確認など会話が定型

文になってしまうことが多いため、患者さん一人

ひとりの病態や性格に合わせた話し方をしたり、

日常的な会話を通して些細な変化にも気づけるよ

うになりたいです。 

また、私は先輩や上司との会話の際、自信のなさ

から声が小さくなってしまうことがあります。し

かし、業務の中には患者さんの命に関わることも

たくさんあるため、少しでも疑問に感じたことが

あった時はすぐに先輩や上司に伝えるなど、報告・

連絡・相談の徹底を常に心掛けたいです。 

現在はまだ手技を覚えることに必死で視野が狭

くなってしまったり、先輩からの指示を受けて行

動することが多いですが、今後は自らの課題点を

改善しながら、積極的に行動し多くの経験を積ん

だり知識面を向上させていくことで、できる業務

を増やし質の高い医療に貢献していきたいです。

そして患者さんに信頼されるような臨床工学技士

を目指し一生懸命頑張ります。 
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遠藤太一さん（左）と BPA の賞状 

去る 2020年 9 月 29 日・30 日に行われた第 30 回 

日本臨床工学会において、時計台記念病院の遠藤太

一さんが発表した演題「深層学習（Long Short-Term 

Memory）を用いた人工呼吸器使用台数予測」は  

ＢＰＡ(Best PresentationAward)優秀演題賞を受

賞しました。 

本演題は、院内における人工呼吸器の利用台数

を、院内データベースより大量のデータとして出力

できる点と、気象庁の気象観測データと呼吸器疾患

の関連に着目し、人工呼吸器の使用台数を予想する

事を目的に深層学習を利用するシステム開発につ

いて研究発表したもので、遠藤さんの感性や才能、

努力の結晶であったと思われます。 

今回の受賞をさらに励みとし、さらなるご活躍を

祈念いたします。 

現在の第 3 波と言える感染拡大の現状を鑑み、検

討が必要な案件につきまして、書面理事会として開

催し理事・監事により承認されました。 

 

審議事項 

議案１ 危機管理委員会 災害情報共有マニュアル改

訂について 

議案２ 財務委員会 会員名簿データーベースソフト

変更について 

議案３ 人材活性委員会 委員長退任と新委員長就任

について 

議案４ 第 31 回北海道臨床工学会開催変更について 

2021年 2月 21 日（日）に web にて開催とする  

下記に示すセミナー、学会等が開催されます。 

Web開催の学会・セミナーも含まれていますので、

この機会に参加してみてはいかかでしょうか。 

新型コロナウィルス感染拡大による中止や延期

の可能性もありますので、詳細は公益社団法人 北

海道臨床工学技士会ホームページまたは各記載の

web サイトをご確認ください。 

****************************************** 

2021 年 1 月 26（火） 

北海道臨床工学技士会日胆支部講演会 

Web 開催 

http://hcea.umin.ac.jp/files/pdf/2020/nittan_s

hibu_web_seminar2020.pdf 

****************************************** 

2021 年 2 月 21（日） 

第 31 回北海道臨床工学会 

Web 開催 

http://hcea.umin.ac.jp/info_study/congress31.

html 

****************************************** 

2021 年 5 月 22 日（土）～23 日（日） 

第 31 回日本臨床工学会 

熊本城ホール 

http://jace31.com/ 

****************************************** 

 



（詳細は、日本医療機能評価機構のホームページをご覧下さ

い。） 

 

2021-(9)             公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース            ２０２1 年１月 

  



《メディカルオンライン学会誌 
無料閲覧サービスのご案内》 

 「北海道臨床工学技士会会誌」に掲載された過去の論文を電

子化し株式会社メテオが提供する文献検索サイト、メディカ

ルオンラインで閲覧することが可能です。 

2020 年度アカウントについて（2021 年 3 月末日まで有効） 

 

当会専用 ID：1100007199-05 

パスワード：itdeu5di 

 

当会雑誌名①：北海道臨床工学技士会会誌 

雑誌 URL： 

http://mol.medicalonline.jp/archive/select?jo=ey2rinsy 

 

 雑誌 URL へ接続しますと、北海道臨床工学技士会会誌の 

アーカイブ画面へ遷移します。画面右側の会員認証欄に上記

専用 ID/パスワードを入力後、会誌の閲覧が可能となります。 

2021-(10)             公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース            ２０２1 年１月

北海道臨床工学技士会メーリングリスト参加申し込みのお願い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技士会の情報網拡充のためメーリングリストを 

作成しておりますので是非ともご参加下さい。 

当会運営情報や学会、セミナーの案内など重要な 

情報を配信します。 

また、災害発生時には、情報収集し共有する手段と

しての活用を検討しております。 

※申込みは、当会ホームページの「メーリングリスト」よりお願いいたします。 

 

技士会の情報網拡充のため、 

是非ともご参加ください。 
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